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学校給食費

当初要求　②

前年度
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45,113

事業名

一　般　会　計

教　育　費

小学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

小学校給食の運営に必要な洗剤、消毒剤、調理器具などの購入費や光熱
水費の経費、調理師の人件費を予算化している。

子どもに栄養のバランスに配慮した食事を等しく提供することで、望ましい
食習慣の形成や好ましい人間関係の育成を図る。

小学校の給食調理場は近年整備した渡・境の２校を除く他５校で、施設、設
備の老朽化が激しい。また、昨今はノロウイルス等衛生面で敏感に対応して
いく必要がある。
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財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

鳥取県学校給食会、境港市学校給食会に対して年度当初に運転資金の
貸付を行う。県学校給食会が主食（ごはん、パン）を斡旋し、市学校給食会
が副食を調達する。給食物資貸付運用資金を予算化している。同様に境
港市学校給食会にも平成20年度から貸付を行っている。

年度当初は、給食費の入金が食材購入の支払時期に間に合わないことか
ら、運営が困難な状況となっている。年度当初に運転資金を貸し付けること
で、学校給食会の安定した運営が図られる。

本市においても、給食費の未納問題に苦慮しているおり、学校給食会の運
営をも困難にしている。支払い能力があって滞納している保護者に対して
は、強く納入を求めていく。
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学校給食費
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前年度
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0

事業名

一　般　会　計

教　育　費

小学校費

会計

款

項

目

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長･市長査定 最終調整

現状と
背景

学校における食育の充実を図るため、栄養教諭が中核となって、学校・家
庭・地域の団体と連携・協力しながら、食育推進のための実践的な取り組み
を行う。

児童生徒が健全な食生活を実践し、健康で豊かな人間性を育んでいける
よう栄養や食事のとりかたなどについて、正しい知識に基づいて自ら判断
し、実践していく能力を身につけさせる。

近年、朝食欠食や偏った栄養摂取など、子どもの食生活の乱れや健康等
への影響が問題となっている。成長期にある子どもにとって、健全な食生活
は健康な心身を育むために欠かせないものである。そのために、学校にお
いて食育を推進することが喫緊の課題となっている。
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